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【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年9月4日(2017.9.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）少なくとも一種のポリウレタン、
　（Ｂ）少なくとも一種の一般式Ｉａの化合物：
【化１】
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　［但し、式中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、同一であっても異なっていてもよく、Ａ１－Ｎ
ＣＯから選ばれ、式中
　Ａ１は、２～２０個の炭素原子を有するスペーサーである］、及び
　（Ｃ）少なくとも一種の反応性基を有するシリコーン化合物、
を含む水性分散液であって、
　前記シリコーン化合物（Ｃ）が、アミノ基を有するシリコーン化合物、アミノアルキル
アミノ基を有するシリコーン化合物、及びＣＯＯＨ基を有するシリコーン化合物からなる
群から選ばれることを特徴とする水性分散液。
【請求項２】
　更に、（Ｄ）アミノ基もＣＯＯＨ基も有さない少なくとも一種のポリジ－Ｃ１－Ｃ４－
アルキルシロキサンを含む請求項１に記載の水性分散液。
【請求項３】
　前記式中、Ａ１が、フェニレン、トルイレン、及びＣ２－Ｃ１２－アルキレンからなる
群から選ばれる請求項１又は２に記載の水性分散液。
【請求項４】
　Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、（ＣＨ２）６ＮＣＯであることを特徴とする請求項１～３の何
れか１項に記載の水性分散液。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の水性分散液を使用する方法であって、多層シート
状基材の製造のための使用方法。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の水性分散液を用いることを特徴とする多層シート
状基材の製造方法。
【請求項７】
　第一の工程においてシリコーンからシート状物を製造し、
　第二の工程において前記シート状物に構造を与え、構造化体を形成し、
　第三の工程において請求項１～４のいずれか一項に記載の水性分散液を前記構造化体に
塗布し、
　第四の工程において前記工程から得られた層をシート状基材上に転送することを特徴と
する請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　第一の工程においてシリコーンからシート状物を製造し、
　第二の工程において前記シート状物に構造を与え、構造化体を形成し、
　第三の工程において所定の水性分散液を前記構造化体に塗布し、
　第四の工程において前記工程から得られた層をシート状基材上に転送する、
　多層シート状基材の製造方法であって、前記所定の水性分散液は、
　（Ａ）少なくとも一種のポリウレタン、
　（Ｂ）少なくとも一種の一般式Ｉａの化合物：
【化２】

　［但し、式中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、同一であっても異なっていてもよく、
　Ａ１－ＮＣＯから選ばれ、式中
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　Ａ１は、２～２０個の炭素原子を有するスペーサーである］、及び
　（Ｃ）少なくとも一種の反応性基を有するシリコーン化合物、
を含むことを特徴とする多層シート状基材の製造方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　以下に、好ましいポリウレタン（Ａ）を製造するための出発材料と製造方法を例示する
。ポリウレタンの製造の際に通常用いられる成分である（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、および
必要に応じて（ｄ）及び／又は（ｅ）の例を、以下に述べる：
　用いるイソシアネート（ａ）は、一般的には既知の脂肪族、脂環式、芳香脂肪族及び／
又は芳香族イソシアネートであり、例えば、トリ－、テトラ－、ペンタ－、ヘキサ－、ヘ
プタ－及び／又はオクタメチレンジイソシアネート、２－メチルペンタメチレン１，５－
ジイソシアネート、２－エチルブチレン１，４－ジイソシアネート、ペンタメチレン１，
５－ジイソシアネート、ブチレン１，４－ジイソシアネート、１－イソシアナト－３，３
，５－トリメチル－５－イソシアナトメチルシクロヘキサン（イソホロンジイソシアネー
ト、ＩＰＤＩ）、１，４－及び／又は１，３－ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサ
ン（ＨＸＤＩ）、シクロヘキサン１，４－ジイソシアネート、１－メチルシクロヘキサン
２，４－及び／又は２，６－ジイソシアネート及び／又はジシクロヘキシルメタン４，４
’－、２，４’－および２，２’－ジイソシアネート、ジフェニルメタン２，２’－、２
，４’－及び／又は４，４’－ジイソシアネート（ＭＤＩ）、ナフチレン１，５－ジイソ
シアネート（ＮＤＩ）、トルイレン２，４－及び／又は２，６－ジイソシアネート（ＴＤ
Ｉ）、ジフェニルメタンジイソシアネート、３，３’－ジメチルビフェニルジイソシアネ
ート、１，２－ジフェニルエタンジイソシアネート及び／又はフェニレンジイソシアネー
トである。４，４’－ＭＤＩの使用が好ましい。脂肪族のジイソシアネート、特にヘキサ
メチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）もまた好ましく、また芳香族ジイソシアネート、例
えばジフェニルメタン２，２’－、２，４’－及び／又は４，４’－ジイソシアネート（
ＭＤＩ）や上述の異性体の混合物が特に好ましい。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　式中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、異なっていてもよく、好ましくは同一であり、Ａ１－Ｎ
ＣＯとＡ１－ＮＨ－ＣＯ－Ｘから選ばれ、式中、
　Ａ１は、２～２０個の炭素原子を有するスペーサーであり、非置換又は１～４個のＣ１

－Ｃ４－アルキル基で置換されたアリーレン、アルキレン、及び１，４－シクロヘキシレ
ンなどのシクロアルキレンから選ばれる。好ましいスペーサーＡ１は、フェニレン、特に
パラフェニレン、さらに好ましくはトルイレン、特にパラトルイレン、及びエチレン（Ｃ
Ｈ２ＣＨ２）や－（ＣＨ２）３－、－（ＣＨ２）４－、－（ＣＨ２）５－、－（ＣＨ２）

６－、－（ＣＨ２）８－、－（ＣＨ２）１０－、－（ＣＨ２）１２－などのＣ２－Ｃ１２

－アルキレンである。
　Ｘは、Ｏ（ＡＯ）ｘＲ４から選ばれる。式中、
　ＡＯは、Ｃ２－Ｃ４－アルキレンオキシド、例えばブチレンオキシド、特にエチレンオ
キシド（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）またはプロピレンオキシド（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ）または
（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）であり、
　ｘは、１～５０の範囲の、好ましくは５～２５の範囲の整数であり、
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　Ｒ４は、水素、Ｃ１－Ｃ３０－アルキル、特にＣ１－Ｃ１０－アルキル、例えばメチル
、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔ
ｅｒｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、イソペンチル、ｓｅｃ－ペンチル、ネオペンチル、１，
２－ジメチルプロピル、イソアミル、ｎ－ヘキシル、イソヘキシル、ｓｅｃ－ヘキシル、
ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキシル、ｎ－ノニル、ｎ－デシルから選ばれ
、特に好ましくはＣ１－Ｃ４－アルキル、例えばメチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプ
ロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、及びｔｅｒｔ－ブチルから選ばれる
。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　アミノアルキルアミノ基、例えば、－ＮＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ２基、－ＮＨ－ＣＨ

２－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ２基、－ＮＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ（Ｃ２Ｈ５）基、－ＮＨ
－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ（Ｃ２Ｈ５）基、－ＮＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ（ＣＨ

３）基、及び－ＮＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ（ＣＨ３）基がさらに好ましい。こ
の一つ以上の反応性基は、シリコーン化合物（Ｃ）に、直接結合しているか、好ましくは
スペーサーＡ２を解して結合している。Ａ２は、非置換又は１～４個のＣ１－Ｃ４アルキ
ル基で置換されたアリーレン、アルキレン、１，４－シクロヘキシレンなどのシクロアル
キレンから選ばれる。好ましいスペーサーＡ２は、フェニレン、特にパラフェニレン、さ
らにトルイレン、特にパラトルイレン、およびＣ２－Ｃ１８－アルキレン、例えば、エチ
レン（ＣＨ２ＣＨ２）、更に－（ＣＨ２）３－、－（ＣＨ２）４－、－（ＣＨ２）５－、
－（ＣＨ２）６－、－（ＣＨ２）８－、－（ＣＨ２）１０－、－（ＣＨ２）１２－、－（
ＣＨ２）１４－、－（ＣＨ２）１６－、及び－（ＣＨ２）１８－である。
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